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１ 使用している用紙のサイズはすべてＡ３版で横使いである。

２ 案内図と配置図は、Ａ３版１枚で作成している。

３ 道の現況図は、Ａ３版１枚で作成している。

４ 公図写は、Ａ３版１枚で作成している。

５ 案内図はＡ３版の左側に、配置図はＡ３版の右側に図示している。

６ 案内図、配置図それぞれに方位を明示し、ほぼ同一方向である。

７ 真北方向がほぼ図面の上を示している。

８ タイトル、縮尺（１/１５００）、方位を明示している。

９ 周辺の建物名称等が明示された現況と一致した地図を使用している。

１０ 申請地が案内図の中心に配置されている。

１１ 地図に表示した全ての道路を凡例のとおり着色している。（道路種別図のとおり着色）

１２ 申請地を橙色で縁取り、道及び後退部分を黄色で着色している。

１３ 色分けの凡例を案内図の右上に明示している。（凡例は全て着色）

１４ 都市計画施設等（計画道路等）を明示している。（黒線で示し、路線名称明示）

１５ 当該道に面して、過去に許可のあった場所及び年度を引き出し線で明示している。

１６ タイトル、縮尺、方位を明示している。

１７ 申請地の境界線（隣地境界線、道の境界線）及び寸法を明示している。

１８

１９ 計画建築物と他の建築物との別を明示している。

２０ 既存塀・擁壁等の位置・仕様・高さを明示している。

２１

２２

２３ 申請地内外の土地の高低差を明示している。

２４ 許可条件を明示している。（道路状空地部分の仕上げ、2方向避難口の扉及び有効幅等）
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計画建築物の配置寸法（有効）及び各部分の高さを明示している。
（※斜線検討距離、排水経路、屋根勾配等は不要）

敷地に接する道の位置・現況幅員・後退寸法を明示している。

申請地を橙色で縁取り、道を黄色で着色している。
（協定による後退位置を点線で示し、黄色で着色している）
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２５ タイトル、縮尺、方位を明示している。

２６

２７ 接続先道路の幅員及び建築基準法の取扱いを明示している。（市道の場合、道路名称）

２８

２９

３０

３１ 写真撮影位置が①、②、③・・・及び矢印で表示されている。

３２ その他指示事項を明示している。

３３

３４ 写真撮影位置と写真が一致している。

３５

３６ 写真の撮影年月日を明示している。（図面右下）

３７ カラーで表示している。

３８ タイトル、縮尺、方位を明示している。

３９ 道の現況図と方位がほぼ同一方向である。

４０ 凡例を明示している。（凡例も全て着色）

４１ 申請地、道及び接続する道路が表示してあり、凡例に従い着色をしている。

４２ 地番を全て表示している。

４３ 関係地番（申請地及び道）は、凡例に従い地番を枠囲みしている。

４４ 資料の当該道の表現は、「道路」ではなく「道」で表現している。

４５ 資料をＡ４版縦仕上げＺ折をしている。

４６ 資料はホチキス留めせず、バラバラで２０部重ねてある。

接続する基準法の道路から申請地までの道が明示されている。
（通り抜けの道は、通り抜け先の道路まで図示されている。）

道
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写真に①、②、③・・・を表示し、図の左上から番号順に整理されている。
（写真は、接続先道路→道→敷地の順に並べる。）
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道の幅員（現況幅員、後退寸法）及び基準法の道路から申請地までの延長距離を
明示している。（延長距離が３５ｍを超える場合はその位置を明示している。）

申請地を橙色で縁取り、道を黄色で着色している。
（協定による後退位置を点線で示し、黄色で着色している。）

写真は接続先道路、道、申請地及び周辺の状況（行き止まりの道は終端の状況）
が把握できる。

敷地に接する道の位置（現況のブロック塀等の位置・協定による後退位置）
及び幅員（現況幅員・協定による後退距離）を明示している。


